
地方創生
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吉島地区
面 積 １５．７２Ｋ㎡
人 口 ２，５８３人

（２７年8月末現在）
世帯数 ７２７戸
農家数 ３６０戸
自治会 ２２
公民館 １９
小学校 １
高齢化率３２％

川西町
昭和の大合併で1町5ヶ村が一つに
なった町（人口約16,000人）
・町の花 ダリア
・著名人 井上ひさし

7地区（小学校区）で町を構成
それぞれに地域運営組織がある。



2002 地区公民館の公設民営化

地区公民館の指定管理者制度

地区公民館のコミセン化

川西町

2006

2009

行財政改革
川西町起債残高
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一般会計

下水特会

農集排特

地区公民館事業を推進する団体に公民館運営を委託

地域から人材を採用

７地区の地区計画が作成される（地区経営母体が設置）

計画の事業を実施するための地域づくり交付金が交付

地区公民館がコミセン化され、多様な活動拠点となる



地区公民館
（社会教育振興会）

自治会長
連絡協議会

防犯協会

衛生組織連合会

地区社会福祉
協議会

１．役員の重複と高齢化（担い手不足）

２．活動がニーズに対応できていない

３．事業のマンネリ化

４．一方的な会議で承認作業

５．縦割りで横のつながりがない

６．余剰金がある

７．若者の出番が少ない

当時、地域の団体は、地区公民館が事務局だったが、
活動は形骸化し、課題も山積。



地域づくりを統治する地縁と志縁が
つながる優良な事業主体の創造

住民が求める本当に必要なものは何かを考える。

地域や住民の「利益の最大化」を考える。

行政依存するのではなく、住民の心の中にの愛郷心を育み
暮らしの課題を解決する事業を展開。

地域人材と
資源の集約

集約された人材
の育成と活用
（材から財へ）

新しい住民
サービスの
創出

持続可能な
まちづくり



2004 2005 2006 2007

住民説明 住民説明 住民説明

住民WS 住民WS

地区計画

定 款

NPO法人（全世帯加入）

１．各団体の合意形成と会計の一元化
２．計画に基づいたスピードのある地域づくり
３．担い手育成のシステム化（マネジメントとプレイヤー）

法
人
化

地域再生への提案

現
状

住民WS

地区計画

自治

社協

衛生

防犯
公民館
運営組織



安心・安全
産業創造
地域ブランド
住民の出番づくり
グリーンツーリズム

環境保全
エコ活動
健康づくり
食育と健康
ごみ対策

高齢者福祉
学童・子育て支援
障がい者支援
介護予防
ボランティア育成

生涯学習
社会教育
家庭教育
人材育成
スポーツ
再チャレンジ

評議員会

Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ

理事会

自治部会
自治会長

商工会・農振協

監事

福祉部会
地区社協
老ク・ボラ会

教育部会
交流センター

自治公民館・専門部

環境衛生部会
衛生組合
女性班長

顧問

総 会

人がつながって、動く組織に再編

事務局
若者

地域づくりを
コーディネート



地区名
人口

（世帯数）
指定管理者

（地区経営母体） 組織内専門部会

小松
５，０２９人
（１,６４２戸） 小松地区地域振興協議会

自治防犯部／環境衛生部／福祉部
産業商工部／教育部 （5部会）

大塚
２,１９１人
（６４２戸）

大塚地区社会を明るくする
協議会

生涯学習部／教育福祉部
生活環境部／地域振興部 （4部会）

犬川
１，８８８人
（７３４戸） いぬかわ振興協議会

教育文化部／体育部／環境整備部
防犯衛生部／福祉部／産業振興部
防災部（7部会）

中郡 ２,９９９人

（９４５戸）
中郡地区社会教育振興会

生涯学習部会／社会福祉部会
環境整備部会／安全・安心部会
産業・広報部会 （5部会）

玉庭
９９８人
（３０２戸）

玉庭地区交流センター
四方山館

生涯学習部／環境衛生部
地域福祉部／産業振興部
防災安全部（5部会）

東沢
６１３人
（１８６戸）

東沢地区協働のまちづくり
推進会議

運営委員会／社会教育部／防災部
福祉部衛生部／整備部 （6部会）

吉島
２,５７８人
（７２７戸）

特定非営利活動法人
きらりよしじまネットワーク

自治部会／環境衛生部会／福祉部会
教育部会（4部会）

地区交流センターの指定管理者と地区運営組織



地域づくりの４つの仕組み

１．合意形成（まちづくりのPDCA)

２．ひとづくり （つなげる）

３．資金づくり（しごと）

４．つながる （ネットワーク）



＜地区計画の体系＞
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自治部会
住んでみたいまちづくり
住み続けるまちづくり

教育部会
子どもからお年寄りまで
一緒に学べる吉島

・地域活性とコミュニティづくり
・地域資源を活かした産業の創造
・住民の安全・安心づくり

20＊＊
～20＊＊

将来像 基本目標 分野別目標 施策の柱 行動領域 実施計画

テーマ：みんなが主役の地域づくり
（forからwithへ）
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環境衛生部会
暮らしと環境の共生

福祉部会
安心して暮らせる活気
ある吉島

・ごみゼロよしじま
・自然にやさしいよしじま
・健康の里よしじま

・地域ぐるみの子育て支援
・みんなが見出す生きがいづくり
・地域ぐるみの高齢者支援

・地域リーダー育成と住民資質の向上
・元気な心と体で生きがいを見出す地
域生涯学習
・地域教育力でつながる子育て

取り組む
内容

取り組む
内容

取り組む
内容

取り組む
内容

20＊＊
20＊＊

20＊＊
～20＊＊

20＊＊
～20＊＊

将来ビジョン



専門部会 主な事業

自治部会

①自主防災活動 ②総合防災訓練 ③消防団連携事業 ④要望請願
⑤防犯活動⑥防犯灯設置事業⑦要援護者サポート事業
⑧危険個所マップ ⑨よしじまっ子見守り隊 ⑩よしじまふれあい祭

⑪地域内交流事業 ⑫産直事業 ⑬ネット販売事業 ⑭６次産業事業
⑮各種研修事業

福祉部会

①学童保育事業 ②高齢者見守り事業 ③買い物支援見守り事業
④高齢者居場所づくり⑤いきいきサロン ⑥買い物ツアーサービス
⑦再チャレンジ事業 ⑧生活支援事業 ⑨シルバー健康レク大会
⑩除雪支援事業 ⑪敬老会事業 ⑫介護予防事業 ⑬各種研修事業

環境衛生
部会

①ビオトープ管理事業 ②廃食用油回収事業 ③資源ごみ回収事業
④マイロードサポート事業 ⑤緑化推進事業 ⑥冬期間ごみ回収事業
⑦EM石鹸講習事業 ⑧EM石鹸全戸配布 ⑨多面的機能事業
⑩各種研修事業

教育部会

①青少年健全育成事業 ②マイマイスポーツクラブ ③キッズジョブ
④地区運動会 ⑤家庭教育学級事業 ⑥冬季スポーツレク大会
⑦インターンシップ事業 ⑧学校支援事業 ⑪講習研修事業

住民活動
支援

①青少年活動支援助成金 ②女性活動団体支援助成金
③福祉活動団体支援助成金 ④自治活動支援助成金
⑤基金事業助成金



①WS・アンケート・各小委員会

②課題整理と企画（事務局）

④総会で承認を得て事業開始 ③企画の精査（理事会）
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課題を探す場
やってみたいことを考える場



課題の集約
解析
改善
検証

↓
PDCAを標準化



集約
分類

生活課題
悩 み

計画化

実践に参加

住民＝郷土愛・いきがい・利益・評価・etc

＜住民が考え、実践し検証する文化＞

アイディア
プロジェクト

「考える」 「行動する」

「事業化」

「知る」

評価・検証

「確認する」

話し合いの出口を明確にして
PDCAサイクルで課題解決



人づくり

地域づくりの組織を円滑に経営できる人材
マネジメント

組織の企画する事業を理解し円滑に
運営できる人材

プレイヤー



指導
助言者

自治
公民館

事務局 理 事

教育部会
専門部

マネー
ジャー

事務局
見習い

２年

コーチング
ファシリテート マネジメント

マーケティング

１８歳～３５歳の若者を推薦

１～２年

人づくりスキーム（上手に世代交代）

気づき

コミュニケーション
（豊かな人間関係）

人
が
生
ま
れ
育
つ
仕
組
み



費用対効果
損益分岐点
マネジメント
マーケティング

経営についてプロから学ぶ環境

プレイヤーとして、自己実現のための学び



若者の役割を重視しつつも他の年代層に
それぞれに役割と生きがいを設定する



○○を
２つ

お店
発注

お届け・見守り・御用聞き

配送

買物代行支援・見守り

これに
しよう！



Ｉ
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完



2015のプロジェクト 生活支援アプリの開発

開発チーム



「高齢者生活支援事業」

お助けチケット
発行

元気な高齢者やリタイヤ組

要支援者

謝礼金

チケット代を
支払う

支援者登録

2016の計画プロジェクト



営 業 力

提 案 力
＋

実 践 力

補助金や助成金は
起爆剤として、次を準備する

資金づくり





住民の起業をアシスト



グリーンツーリズム班
おもてなし料理の開発

農家レストラン班
地域食材のメニュー開発

加工班
加工商品の開発

6次産業へのチャレンジ



都会のレストランへ食材の提供

都会でマルシェ

農業体験・就農指導
田んぼ、畑のアパートメント経営商品開発

Ｉ
・
Ｕ
・
Ｊ
タ
ー
ン
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け
皿
カ
ン
パ
ニ
ー

次世代型青年育成をアシスト



住民（会員）・寄附者

ボランティア・インターン

コア

コアコア

コア

コア

コア

コ
ア

コ
ア

コ
ア

コ
ア

コ
ア

他地
域

企業大学

商工
会

NPO

行政

公民
館

事務局

理事会

コ
ア

ボラ
団体

コアからコアをつないで外とのつながりを拡充



ピラミッド型

コア

きらり

住民に伝わりにくい 住民の参画と実践の約束

フラット＆ウェブ型

役員
（充て職）

コア

コア

コア
コア

コア

コア

コア

コア

コア

コア
コア

事務局
（機能化されていない）

住民住民

住民同士がゆるやかにつながって活動に参加する

住 民
（お願い・依頼の関係）

住民住民住民

住民



ポイント
地域と行政のそれぞれの役割や業務を見直し、新しい協働の在り
方について学び、相互の自己改革を進めていく

地域づくりのビジョン ＝ 行政が明確化

どのような地域づくりが必要なのか？

どのように課題を解決していくのか？

そのためにどのような組織、機能が必要なのか？

地域づくりの主体 ＝ 住民
ビジョンを共有し、住民だからできることを探してみる

実現のために学ぶ → やってみる→ 成果を共有する

地域づくりへの支援 ＝ 市町村

明確な支援策（財源、人的支援、人材育成）



目
標

軌道修正する力（地域力）
現
状

現状の危機を共有し、夢をもって
解決していくこと

あ
る
べ
き
姿

差別化的戦略を用い成長と変化を繰返す

おもしろい、役に立つ、生まれる、育つ、誰もやっていない

ありがとうございました


